
「宇原川災害」

• 昭和５６年８月２３日未明の「台風１５号」襲来
により、須坂市仁礼地区で発生した土石流災
害。

• 仁礼地区では、一瞬にして、１０名の尊い人命
が奪われるとともに、貴重な財産が失われ、道
路橋梁等公共施設も多大な被害を受けた。
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土石流発生（推定）
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被害状況
（須坂市全体）

• 死者：１０名
• 負傷者：２０名
• 家屋の全半壊：２０戸
• 床上、床下浸水：４２１戸
• 田畑の流出冠水：４３ha
• 橋梁流出等：１３橋
• 全体被害額：９，１１９百万円

（住家の被害額を含む）



瀬の脇地区



宇原地区



（国）４０６号 宇原橋付近

宇原川



曲屋敷砂防ダム（宇原川）



一ノ瀬第２砂防ダム（宇原川）



金山第１砂防ダム（宇原川）



金山第２ダム（宇原川）



仙仁砂防ダム（仙仁川）



鮎川河川災害助成事業
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鮎川河川災害助成工事



鮎川河川災害助成工事
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